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様式第１号（第６条関係）

小樽市高圧電気料金高騰対策支援金交付申請書

１）事業者名 フリガナ

宛先

（支店名等）

（宛先）小樽市長　様

 事業所  口 （※1）

 kWh （※2）

　必ずチェック！　➡　上記の使用電力量にテナント等他の事業者の使用分を

※１　小売電力事業者等と高圧の電力需給契約を締結している市内事業所数と契約口数を記入すること。

※２　支援対象となる電気使用月は、令和７年４月から令和８年３月までのいずれか１か月分であることに留意すること。

※３　申請状況によっては、１kWh当たり３．０円以内で支援金額を調整することがあります。

普通 当座

※4　振込先は申請者名義の口座とすること（申請者と口座名義人が異なる場合は、支援金受取に係る委任状が必要）。

交付対象事業所一覧表（契約１口で１行としてください） ※書ききれない場合は別紙としてください。

1 7 kWh

2 kWh

3 kWh

4 kWh

5 kWh

6 kWh

7 kWh

kWh

【小樽市処理欄】※記載不要

課長

申

請

内

容

口座番号

※右詰めで記入してください。

株式会社花園 〇

・令和８年度に小樽市が実施するその他の物価高騰対策支援金の交付事業所等を含んでいません。

宣

誓

事

項

等

金融機関

処理年月日

令和　年　　月　　日

審査 審査 審査経過交付決定

・

交付不決定

交付決定額

　　　　　　　千円
□ １次審査

□ ２次審査

合　計 123,456

小樽市

小樽市

小樽市

小樽市

小樽市

※申請者所在地以外（支店、工場等）に

　送付希望の場合は記入願います。

決定通知書等送付先

申

請

者

カブシキガイシャハナゾノ

※法人名、個人事業者の

　場合は屋号

（〒　　　－　　　　）

振

込

先

・本申請日時点で事業を営んでおり、支援金の受給後も引き続き当該事業を継続する意思がある。

・支援金の対象者要件を満たしており、対象外となる事業者（性風俗関連、政治団体、宗教団体、公共法人）に該当しない。

・小樽市高圧電気料金高騰対策支援事業実施要綱第３条第２項に規定する暴力団等に該当しない。

〇 〇 〇

370,000 円（※3）

口座名義人

（※4）

（ﾌﾘｶﾞﾅ）　カ）ハナゾノ

記

預金種別　　　　　△△支店　　　　店

123,456株式会社花園　小樽本店

事業所等の名称 事業所等の所在地 電力の契約先
支援対象月及び

使用電力量

〇〇〇〇〇(株)小樽市花園２丁目１２番１号

小樽市

店名〇〇銀行

小樽市花園２丁目１２番１号
４）申請者所在地

（〒０４７－００２４）

業種（日本標準産業分類の大分

類から記載）

製造業
　代表取締役社長　小樽　太郎 ㊞職氏名

（ﾌﾘｶﾞﾅ）

申請日 令和　８年　７月　１日

ハナゾノ　ジロウ

〇 〇 〇

１事業者上限200万円、

1,000円未満端数切捨てで記入してください。

小樽市高圧電気料金高騰対策支援金の交付を受けたいので、令和８年度小樽市高圧電気料金高騰対策支援事業実施要綱第６条

の規定により、次のとおり申請します。下記の宣誓事項等に同意及び誓約するとともに、交付決定された場合は下記の振込先

に振り込み願います。

含みません

１）交付対象事業所数・契約口数 1 1

２）支援対象となる使用電力量：① 123,456

３）支援金交付申請額：①×3.0円で計算

・法令又は要綱に違反したとき又は虚偽の申請その他の不正が判明した場合は、支援金を返還することに同意する。

名称

（屋号）
株式会社花園

２）代表者

５）担当者 電話番号 ０１３４－３２－４１１１ 氏名
花園　次郎

【 記 載 例 】

記載日を記入

代表印を押印ください

エクセルで入力の場合、

自動計算されます。

必要に応じてご記入ください

エクセルで入力の場合、

自動計算されます。

何月分の電気使用量かをご記入ください。

例）令和7年7月分→「7」と記入

申請者と口座名義人が異なる場合は、

支援金受取に係る委任状が必要です


